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１．は・じめにヽ１

日 本 海 側 で 最 大 の 沖 積 平 野 で あ る 新 潟 平 野 は ， 沈 降 運 動 に よ る 最 大 １ ４ ０ ｍ に お よ

ぶ 厚 い 沖 積 層 ， 海 岸 部 の 顕 著 な 砂 丘 列 ， そ し て 平 野 全 体 に お け る 沖 積 面 の 占 め る

比 率 亦 塙 い な ど の 特 徴 を 持 つ ［ １ １ ． 新 潟 平 野 の 沖 積 層 ・ 平 野 形 成 史 に つ い て は ， こ

れ ま で 長 谷 川 ほ 亦 （ １ ９ ６ ７ ） ， 和 田 （ １ ９ ７ ２ ） ， 新 潟 第 四 紀 研 究 グ ル ープ （ １ ９ ７ ２ ） ，

青木・仲ＪＩＩ（１９８０），海津（１９８９）

などによって言及されてき・た［２ - ６１．

と く に 完 新 世 に お け る 沖 積 層 の 堆

積 過 程 お よ び 地 形 変 化 に 関 し て は ，

海 津 （ １ ９ ８ ９ ） に よ っ て 信 濃 川 下 流

域 に お い て 詳 し く ． 検 討 さ ・ れ た ． そ

の 結 果 ， 縄 文 海 進 に 伴 っ て ６ ０ ０ ０ ～

７ ０ ０ ０ 年 前 に は 信 一 濃 川 下 流 域 に 塩 分

濃 度 の 比 較 的 高 い 潟 湖 が 拡 大 し た

こ と ， 沖 積 層 最 上 部 に 発 達 す る 泥

炭 層 が 海 面 変 化 と 関 連 し て 間 欠 的
に 形 成 さ れ た こ と な ご と ｀ が 豚 ら か に

さ れ た ． し か し な が ら ， 従 来 の 研

究 は 信 濃 川 下 流 域 ・ を 対 象 と し た も
の が ほ と ん ど で ， 阿 賀 野 川 以 北 の

地 域 に つ い ， て は ， １ ４ Ｃ 年 代 値 ・ 微

化 石 分 析 な ど の 沖 積 層 に 関 す る 資

料 が 不 足 し て お り ， 地 形 発 達 過 程

も 不 明 な 点 が 多 い ．
そ こ で 本 研 究 は ， 公 共 機 関 な ど

の 提 供 に よ る 機 械 式 ボ ー リ ン グ の
コ ア サ ン プ ル と 通 称 「 ブ ル ー ム サ

ン プ ラ ー 」 と 呼 ば れ る ハ ン ド ボ ー

ラ ， - に よ っ て 得 た コ ア を 分 析 用 試

料 と し て ， １ ４ Ｃ し 年 代 測 定 ・ 珪 藻 分
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析 を 行 い ， さ ら に ボ ー リ ン グ 資 料 に 基 づ く 沖 積 層 層 序 の 検 討 も 加 え て ， 完 新 世 に
お け る 沖 積 層 の 堆 積 過 程 ・ 堆 積 環 境 を 検 討 し た ． な お ， 珪 藻 分 析 の 方 法 は 鹿 島

（１９８５）に従った［７１．

２ ． 調 査 地 域 の 地 形
新 潟 平 野 北 東 部 に は ， 荒 川 ， 胎 内 川 ， 加 治 川 ， 阿 賀 野 川 と い っ た 河 川 が 北 西 方

向 に 流 れ 日 本 海 に 注 い で い る が ， 各 河 川 の 形 成 す る 沖 積 低 地 の 地 形 に は 地 域 差 が
認 め ら れ る ． 荒 川 ・ 胎 内 川 は 臨 海 部 に 明 瞭 な 扇 状 地 を 形 成 し て い る が ， 加 治 川 ・
阿 賀 野 川 の 扇 状 地 は そ れ ほ ど 明 瞭 で な い ． 海 岸 部 に は 日 本 海 に 沿 っ て 砂 丘 が 発 達
す る が ， 加 治 川 分 水 ～ 豊 栄 に か け て の 地 域 で 最 大 で ９ ～ １ ０ 列 の 砂 丘 列 と な る ． こ の
砂 丘 列 は ， 砂 丘 表 面 に 形 成 さ れ た 腐 植 層 ・ 砂 丘 砂 の 風 化 の 程 度 お よ び 地 形 的 特 徴
に 基 づ い て ， 阿 賀 野 川 右 岸 の 新 潟 東 港 付 近 を 模 式 地 と し て ， 内 陸 側 か ら 海 側 へ ，
新 砂 丘 Ｉ ， 新 砂 丘 ｎ ， 新 砂 丘 Ⅲ の ３ つ の 砂 丘 群 に 区 分 さ れ る ［ ８ １ ． 内 陸 部 は 標 高 ５
ｍ 以 下 の 沖 積 面 が 広 い 面 積 を 占 め る ． こ の 沖 積 面 に は 福 島 潟 （ 一 部 干 拓 ） ， 紫 雲
寺 潟 （ 全 面 干 拓 ） ， 岩 船 潟 （ 全 面 干 拓 ） な ど の 湖 沼 が か つ て 存 在 し て い た ．

３ ． １ ４ Ｃ 年 代 と 堆 積 環 境
１ ４ Ｃ 年 代 測 定 お よ び 珪 藻 分 析 用 の 試 料 を 採 取 し た ボ ー リ ン グ 地 点 を Ｆ ｉ ｇ ． １ に 示

し た ． 沖 積 層 の 基 底 に つ い て は 不 明 な 点 が 多 い が ， Ｎ 値 ５ ０ 以 上 の 砂 牒 層 を 覆 っ て

発 達 す る 腐 植 土 の 年 代 が ， 加 治 川 右 岸 の 加 治 川 村 住 田 （ Ｋ Ｊ ） の 標 高 - １ ８ ｍ 付 近 で は
２１，２２０±３１０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１０３８）であり，平野最北端の村上市八日市（ＭＫ）の

標高-２７ｍ付近では２２，３４０±３６０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１３３９）と得られることから，最終

氷 期 に 拡 大 し た 扇 状 地 性 堆 積 物 （ 埋 没 段 丘 堆 積 物 ） が 基 盤 と な っ て い る よ う で あ

る ． 沖 積 層 の 厚 さ は 阿 賀 野 川 右 岸 の 福 島 潟 付 近 で ５ ０ ｍ 程 度 で あ り ［ ９ １ ， 信 濃 川 下 流

域 の 最 大 １ ４ ０ ｍ に 比 べ る と ， 平 野 北 東 部 で は ’ か な り 薄 い ．

福 島 潟 潟 口 橋 （ Ｆ Ｋ ） で は ， 標 高 - １ ２ ． ０ ～ - ２ ９ ． ５ ｍ に Ｎ 値 Ｏ ～ ４ の 均 質 な 粘 土 層 が 発

達 す る （ Ｆ ｉ ｇ ． ２ ） ． 標 高 - ２ ５ ｍ イ 寸 近 の シ ル ト 質 砂 に 含 ま れ る 木 片 の 年 代 は ， ９ ６ ０ ０ ±

２８０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．いＵＴＡ-１２１１）であった．この粘土層からは，が１，／に／／・ｊｊ／・ｊ／Ｍ／／バｊ，

ｙＪ／／７❼／’ｊｌ／／／７ｊなどの淡水生珪藻に混じって，乙７∂ぶｒ／／７∂ｊ／乱Ｍ／ぶｓｐｐ．，１７’，１／ｒ／∂た／／ｊ

ぶｊ，Ｊ／／∂／’１／１，Ｚ７／ｊァ／∂／７∂／ｊＪ／Ｍ／／，ノ１／／ｊｚｎ？カ／ｊ４§’／’ｊ９／Ｍ／／Ｍｊなどの海～汽水生珪藻が検

出 さ れ る ． - １ ５ ｍ 付 近 に は ， 潮 間 帯 （ 干 潟 ） に 生 息 す る が ／ ／ ７ ／ ｊ 加 打 ／ り Ｃ Ｐ Ｏ Ｗ Ｙ Ｓ ） ：
ア ラ ム ジ ロ ｒ イ の 貝 殻 が 含 ま れ る こ と か ら ， こ の 粘 土 層 は 縄 文 海 進 に よ っ て 拡 大 し た 潟

湖 の 湖 底 堆 積 物 と 判 断 さ れ る ． こ の 粘 土 層 を 覆 っ て ， 標 高 - ６ ． ６ ～ １ ２ ． ０ ｍ に は Ｎ 値

５ ～ ２ ０ の 砂 ・ シ ル ト 質 砂 層 が 堆 積 し て い る ． こ の 砂 層 か ら は 珪 藻 殻 が わ ず か し か 出

現せず，破片の状態のものが多いが，ＪＪ／／・，・みｊ乙／／／７ｊ，釦即カ，・／７ｆｊｊμ／’１／ｚ／／び１など
の 淡 水 生 付 着 性 で 流 水 環 境 を 好 む 種 が 優 占 し て い る ． 標 高 - ９ ｍ 付 近 に 含 ま れ る 木

片の年代は，４８１０±１１０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１３３６）であった．この砂層は，河川・丘

陵 付 近 の Ｎ 値 ２ ５ ～ ３ ０ ， 径 ５ ～ １ ０ 回 の 傑 を 主 体 と す る 河 成 の 層 相 を 示 す 砂 疎 層 へ 連 続
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∠ - 。
二

す る こ と か ら ， 縄 文 海 進 高 頂 期 以 後 ， 比 較
的短期間（１０００～２０００年間程度）に潟湖を
埋 積 し た 三 角 州 の 前 置 層 的 な 堆 積 環 境 が 推
定された．標高 - ６ ．６ｍから表層までは泥炭
層 を は さ む Ｎ 値 Ｏ ～ ５ の シル ト 質 粘 土 が 堆 積
し て い る が ， 層 相 お よ び 珪 藻 分 析 結 果 か ら
後 背 湿 地 ・ 湖 沼 ・ 湿 原 の 環 境 下 で 堆 積 し た
と 推 定 さ れ る ． 福 島 潟 西 部 の 地 域 に は ， 沖

斤 二 二 二 冊 積 層 最 上 部 に 連 続 性 の よ い 泥 炭 層 が 発 達 し
ＦＲＥｓＨている．豊栄市川西（ＴＳ）の標高約一３～ - ２

［］プ］優皿

［：こ］ｏｒｇａｎｉｃｌ２ｔｅｒｉ３１
ｌｌｅｓｕｌｔｓｏｆ１４Ｃｄａｔｉｎｇａｎｄ
ｄｉａｔｏｍａｎａｌｙｓｉｓａｔＬｏｃ．ＴＳ

ｍ に 発 達 す る 泥 炭 層 の 基 底 と 最 上 部 の 年 代

が，３３８０±１３０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１３３８），２４

８０±１６０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１２７１）と得られる

ことから，約３５００～２５００年前の約１０００年間

は ， 泥 炭 を 堆 積 さ せ や す い よ う な 湿 原 が 安

定 し て 存 在 し た こ と が 推 定 さ れ た （ Ｆ ｉ ｇ ． ３ ） ．

本 研 究 を 行 な う に あ た り ， 名 古 屋 大 学 文 学 部 地 理 学 教 室 の 海 津 正 倫 先 生 に 終 始
御 指 導 い た だ き ま し た ． 年 代 測 定 の 際 に は ， 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ
ー の 中 村 俊 夫 先 生 に お 世 話 に な り ま し た ． 貝 殻 の 同 定 は ， 神 奈 川 県 立 博 物 館 の 松

島 義 章 先 生 に お 願 い し ま し た ． 以 上 記 し て 感 謝 致 し ま す．
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［ ９ ］ 鴨 井 幸 彦 ら ， 日 本 第 四 紀 学 会 講 演 要 旨 集 ， ２ ０ （ １ Ｈ Ｏ ） ６ ８ - ６ ９ ．
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・）ＧｒａｄｕａｔｅＳｔｕｄｅｎｔ，Ｎａｇｏｙａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ．Ｃｈｉｋｕｓａ，Ｎａｇｏｙａ４６４-０１

ＳｔｒａｔｉｇｒａｐｈｙａｎｄｔｈｅＨｏｌｏｃｅｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔａｒｙｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓｉｎ

ｔｈｅｎｏｒｔｈｅａｓｔｅｒｎＮｉｉｇａｔａＰ：Ｌａｉｎｗｅｒｅｓｔｕｄｉｅｄｏｎｔｈｅｂａｓｉｓｏｆ

ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎｄａｔｉｎｇａｎｄｄｉａｔｏｍａｎａｌｙｓｉｓ．

ＴｈｅＨｏｌｏｃｅｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓｉｎｔｈｅｒｅｇｉｏｎａｒｅｓｕｂｄｉｖｉｄｅｄｉｎｔｏ

ｐｅａｔｙｌａｙｅｒｉｎｔｈｅｕｐｐｅｒｍｏｓｔｐａｒｔ，ｓａｎｄｙｌａｙｅｒｉｎｔｈｅｕｐｐｅｒｐａｒｔ

ａｎｄｓｉｌｔｙｏｒｃｌａｙｅｙｌａｙｅｒｉｎｔｈｅｍｉｄｄｌｅａｎｄｌｏｗｅｒｐａｒｔｓ．Ａｇｅｓｏｆ

ｔｈｅｐｅａｔｙｓｅｄｉｍｅｎｔｓｉｎｔｈｅｕｐｐｅｒｍｏｓｔｌａｙｅｒｃｏｌｌｅｃｔｅｄａｔＴｏｙｏｓａｋａ

ａｒｅ３３８０＋-１３０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１３３８）ａｎｄ２４８０＋-１６０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-

１２７１）．Ａｇｅｓｏｆｗｏｏｄｆｒａｇｍｅｎｔｓｉｎｔｈｅｕｐｐｅｒｌａｙｅｒａｎｄｌｏｗｅｓｔｐａｒｔ

ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ｃ ｏ ｌ ｌ ｅ ｃ ｔ ｅ ｄ ｎ ｅ ａ ｒ ｔ ｈ ｅ Ｌ ． Ｆ ｕ ｋ ｕ ｓ ｈ ｉ ｍ ａ - ｇ ａ ｔ ａ ａ ｒ ｅ

４８１０＋-１１０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１３３６）ａｎｄ９６００＋-２８０ｙｒ．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１２１１），

ｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｌｙ．

．ＳｅｄｉｍｅｎｔａｒｙｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｒｅｇｉｏｎｄｕｒｉｎｇｔｈｅＨｏ］＿ｏｃｅｎｅ

ｃｈａｎｇｅｄａｓｆｏ１１０ｗｓ．

Ｅ ａ ｒ ｌ ｙ ａ ｎ ｄ ｍ ｉ ｄ ｄ ｌ ｅ Ｈ ｏ ｌ ｏ ｃ ｅ ｎ ｅ ： Ｂ ｒ ａ ｃ ｋ ｉ ｓ ｈ ｌ ａ ｇ ｏ ｏ ｎ ｓ ｐ ｒ ｅ ａ ｄ ｏ ｕ ｔ

ｂｅｈｉｎｄｔｈｅｃｏａｓｔａ：Ｌｂａｒｒｉｅｒｓ．

ＬａｔｅＨｏｌｏｃｅｎｅ：Ｓａｎｄｙｓｅｄｉｍｅｎｔｓｃｏｖｅｒｅｄｔｈｅｉｎｌａｎｄｒｅｇｉｏｎ．

ＬａｔｅｓｔＨｏｌｏｃｅｎｅ：Ｐｅａｔｂｏｇｓｄｅｖｅｌｏｐｅｄｂｅｈｉｎｄｔｈｅｃｏａｓｔａｌ

ｂａｒｒ：Ｌｅｒｓ，ａｎｄｌａｇｏｏｎｓｉｎｔｈｅｒｅｇｉｏｎｂｅｃａｍｅｓｍａ１１．
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